
平成30年度入学生用カリキュラムマップ 【建築学科】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
  な特性

D．高い知性、善美な情
 操、高雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

18UARC1000 初 期 演 習 1

「初期演習」の目的は、初年次学生が、学院の
教育理念と歴史について学び、本学学生とし
ての誇りと自覚を持ち、大学生にふさわしい
主体性・論理性・実行力を培い、学部・学科
の教育目標を達成するように導くことである。

１．「立学の精神」、それに基づく「教育目標」、「教育推進宣言」、学院の歴史
について理解する。
２．主体的に学び、実践する姿勢を身につけ、積極的に意見を発表・伝達する
ために、本を読み、自ら考え、文章に表現するなどの基礎的な能力を養う。
３．学生相互や担任教員との豊かで円滑な人間関係の基礎を築く。
４．女性として社会で活躍するための、キャリア形成の基礎を身につける。

◎

18UARC1001 建 築 英 語 Ⅰ 1

国際的に活躍できる建築家として必要な、英
語でコミュニケーションを行うことができる
基礎的能力を習得するために、建築設計にか
かわる基本的な語彙を学ぶとともに、読む・
聞く・話す・書くといった４技能をバランス
よく学習することを目的とする。

英語を読み、書き、聞き、話すことができる基礎的能力を習得するとともに、
建築設計にかかわる基本的な語彙を理解する。これにより、英語を使って自ら
の主張を提案するために必要な基礎的能力を培う。 ◎

18UARC1002 建 築 英 語 Ⅱ 1

国際的に活躍できる建築家として必要な、英
語でコミュニケーションを行うことができる
基礎的能力を習得するために、建築設計にか
かわる基本的な語彙を学ぶとともに、読む・
聞く・話す・書くといった４技能をバランス
よく学習することを目的とする。

英語を読み、書き、聞き、話すことができる基礎的能力を向上させるとともに、
建築設計にかかわる基本的な語彙を理解する。これにより、英語を使って自ら
の主張を提案するために必要な基礎的能力をより向上させる。 ◎

18UARC2001 建 築 英 語 Ⅲ 2

国際的に活躍できる建築家として必要な、英
語で自由にコミュニケーションを行うことが
できる基礎的能力を習得するために、建築設
計にかかわる基本的な語彙を増やすとともに、
読む・聞く・話す・書くといった４技能をバ
ランスよく学習することを目的とする。

英語を自由に読み、書き、聞き、話すことができる基礎的能力を習得するとと
もに、建築設計にかかわる基本的な語彙を身につける。これにより、英語を
使って自らの主張を提案し、合意を形成するために必要な基礎的能力を培う。 ◎

18UARC2002 建 築 英 語 Ⅳ 2

国際的に活躍できる建築家として必要な、英
語で自由にコミュニケーションを行うことが
できる基礎的能力を習得するために、建築設
計にかかわる基本的な語彙を増やすとともに、
読む・聞く・話す・書くといった４技能をバ
ランスよく学習することを目的とする。

英語を自由に読み、書き、聞き、話すことができる基礎的能力を向上させると
ともに、建築設計にかかわる基本的な語彙を身につける。これにより、英語を
使って自らの主張を提案し、合意を形成するために必要な基礎的能力をより向
上させる。 ◎

18UARC1003 建 築 数 学 1

解析学、線形代数学、確率・統計学の初歩を、
建築学の諸分野への応用を前提に学ぶ。これ
を通して、建築にかかわる人間生活や社会、
自然における諸現象を数量的に理解し、記述
する手法を理解することを目的とする。

建築を学ぶ上で重要な数学の基礎を習得し、向上させるとともに、建築学にお
けるさまざまな問題解決に活用するための基礎的能力を培う。

◎
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18UARC1004 建 築 物 理 1

力学を中心に、振動、光、熱も含めて、建築
の安全性や快適性に影響する自然現象の普遍
的な法則を学ぶ。これを通して、建築を取り
巻く自然現象を数量的に理解し、記述する手
法を理解することを目的とする。

建築を学ぶ上で重要な物理学の基礎を習得し、向上させるとともに、建築学に
おけるさまざまな問題解決に活用するための基礎的能力を培う。

◎

18UARC2211 建築設計演習Ⅰ 2

建築設計の基礎を理解する上で重要な、木造
および鉄筋コンクリート造による建築設計を
学ぶことを目的とする。そのため、人間の基
本的な行為に必要な空間を木造により設計す
る演習と、「美」を出発点とした小規模建築空
間を鉄筋コンクリート造により設計する演習
を行う。

人間の基本的な行為や知覚に根ざした小規模建築の設計の理解を通して、「真」
「善」「美」を互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人
間的な住環境を創生する基礎的能力を培う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

18UARC2212 建築設計演習Ⅱ 2

機能と空間構成の関係を理解するとともに、
一人ひとりの内面を心像として具体的な建築
空間として表現する基礎的手法を学ぶことを
目的とする。そのため、幼児のための空間の
構成、芸術的空間の制作、美しい風景の創造
に関する演習を行う。

人間の行動や内面に根ざした小規模建築の設計への理解を通して、「真」「善」
「美」を互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的
な住環境を創生する基礎的能力を培う。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

18UARC3211 建築設計演習Ⅲ 3

家族や集団のための建築空間を設計する基礎
的手法を学ぶことを目的とする。そのため、
家族や仲間等の集団生活、あるいは不特定多
数の群集の利用のための建築空間を、ＲＣ造
や膜構造等によって設計する演習を行う。

家族や集団のための建築の設計への理解を通して、「真」「善」「美」を互いに
総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生
する基礎的能力をより向上させる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

18UARC3212 建築設計演習Ⅳ 3

音響、舞台芸術や町並み、地域の商業活動等
の諸条件も考慮しつつ、集団のためのより複
雑な建築・都市空間を設計する手法を学ぶこ
とを目的とする。そのため、音楽や舞台芸術
のための建築空間、集合行動、商業のための
建築・都市空間を設計する演習を行う。

集団のためのより大規模で複雑な建築、都市の設計への理解を通して、「真」
「善」「美」を互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人
間的な住環境を創生する基礎的能力をより向上させる。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

18UARC4211 建築設計演習Ⅴ 4

福祉、医療、地域の歴史・風土・文化といっ
たより複雑な諸条件を考慮しつつ、後期の卒
業研究（卒業設計）、さらに大学院における高
度な設計課題や実務実習を行う上で必要な建
築空間の計画、設計の手法を学ぶことを目的
とする。そのため、福祉、医療のための建築
空間の設計、および地域の歴史・風土・文化
を考慮した建築空間の設計の演習を行う。

より複雑な諸条件が要求される建築の設計への理解を通して、「真」「善」「美」
を互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環
境を創生する基礎的能力を習得する。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

18UARC4212 卒 業 研 究 4

３年半で修得した「真」「善」「美」の総合と
して、各自がテーマを設定し、それに基づく
研究を進め、その成果を卒業論文、卒業設計
として総合化してプレゼンテーションする。
これにより、大学院においてより高度な職能
を身につけるために、あるいは建築家、専門
家として自律的に行動し、活躍するために必
要な基礎的能力を確立することを目的とする。

「真」「善」「美」を互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、
真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を習得する。また真に人間的な住環
境形成のために、継続的に学習できる能力を習得し、自律的活動ができる職能
人としての素養を十分に理解する。 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
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18UARC1201 空間表現演習Ⅰ 1

多様な材料の特性を把握しつつ、「美」の視点
から、比較的単純な空間を構成する演習を行
う。また、実際の建築物の実測と図面化を通
して設計製図の基礎を学ぶ。これらの成果を
総合し、簡単な建築空間を設計することを目
的とする。

主に「美」の視点から、真に人間的な住環境を創生するために必要な基礎的造
形能力と豊かな感性を培う。

◎ ○

18UARC1202 空間表現演習Ⅱ 1

多様な材料の特性を把握しつつ、「美」や
「強」の視点から、より複雑な空間を構成する
演習を行う。また、実際の建築物のスケッチ
を通して透視図の基礎を学ぶ。最後にこれま
で学んできた空間構成手法を総合し、小規模
な建築空間を設計することを目的とする。

主に「美」の視点から、真に人間的な住環境を創生するために必要な基礎的造
形能力と豊かな感性をより向上させる。

◎ ○

18UARC1203 図学・情報基礎演習Ⅰ 1

建築設計を学ぶ上で必要となる情報処理の基
礎的な知識、能力を習得する。また図学の基
礎を学ぶことにより、２次元の平面に描かれ
た図形の観察や作図を通して、３次元の空間
を理解、表現するトレーニングを行い、空間
把握能力を向上させることを目的とする。

建築設計を学ぶ上で重要な図学および情報処理の基礎を身につけるとともに、
これらを建築設計にかかわるさまざまな問題解決や提案に活用することを目指
す。 ◎

18UARC1204 図学・情報基礎演習Ⅱ 1

透視図の原理や作図、および立体の陰影、切
断、相貫の作図を学ぶことを通して、３次元
の空間を理解し、表現するトレーニングを行
い、空間把握能力を向上させる。また、ＣＡ
Ｄを活用して図面を作成する演習等を行い、
建築設計のプレゼンテーションにＣＡＤを活
用できることを目的とする。

建築設計を学ぶ上で重要な図学の応用、およびＣＡＤの基礎を身につけ、向上
させることにより、建築設計にかかわるさまざまな問題解決や提案に活用でき
る基礎的能力を培う。

◎

18UARC2203 ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅰ 2

ＣＡＤやＣＧを活用し、自分自身の設計案を
検討する基礎的な演習と、図面や透視図等を
用いて設計案を美しく、見やすく、分かりや
すく表現し、プレゼンテーションする演習を
行うことを目的とする。

ＣＡＤやＣＧを、建築設計における問題解決や提案に活用し、合意を形成でき
る基礎的能力を培う。

◎

18UARC2204 ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅱ 2

ＣＡＤやＣＧを自由自在に組み合わせて、自
分自身の設計案を効果的に検討するより高度
な演習と、図面や透視図等を介して設計案を
美しく、見やすく、分かりやすく表現し、よ
り効果的にプレゼンテーションする演習を行
うことを目的とする。

ＣＡＤやＣＧを自由自在に組み合わせ、これらを建築設計における問題解決や
提案に活用し、合意を形成できる基礎的能力を培う。

◎

18UARC1321 現 代 建 築 論 1

「強」「用」「美」、および「真」「善」「美」の
関係を踏まえ、建築家の職能、倫理と社会と
の関係を理解するとともに、近代建築の誕生
から現代建築の成立に至るまで、20世紀の建
築が歩んできた道程を学ぶ。これらを通して、
これからの現代建築や建築家が求められるも
のについて理解することを目的とする。

現代建築と歴史、文化、国際社会、地球環境とのかかわりや、現代社会の問題
点を理解する能力を培う。これにより、価値基準が異なる「真」「善」「美」を
互いに総合し、自律的活動ができる職能人としての素養を理解する。

◎ ◎ ○
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18UARC2321 建築設計計画Ⅰ 2

主に機能性や防災安全性、地球環境問題の観
点から、建築の設計や計画に関わる基礎知識
を習得することを目的とする。そのため人間
行動、地球環境と建築の設計、計画の基礎的
な関係を、人文・社会科学や数理科学を活用
しながら学ぶ。

建築の機能性や防災安全性、地球環境問題、およびこれらと人文・社会科学や
数理科学との関係を理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、「用」その他
の視点から、人間行動にとって最適な空間を構成する基礎的能力を培う。 ○ ◎ ○

18UARC2322 建築設計計画Ⅱ 2

主に機能性や歴史、文化、地球環境問題の観
点から、建築の設計や計画に関わる基礎知識
を習得することを目的とする。そのため人間
行動、地球環境と建築の設計、計画の基礎的
な関係を、人文・社会科学や数理科学を活用
しながら学ぶ。

建築の機能性、歴史的、文化的価値、地球環境問題、およびこれらと人文・社
会科学や数理科学との関係を理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、「用」
その他の視点から、あらゆる人にとって最適な空間を構成する基礎的能力を培
う。 ◎ ◎

18UARC3321 建築設計計画Ⅲ 3

主に機能性や防災安全性、歴史、文化、地球
環境問題の観点から、建築の設計や計画に関
わる知識を習得することを目的とする。その
ため集団行動、地球環境と建築の設計、計画
の関係を、人文・社会科学や数理科学を活用
しながら学ぶ。

建築の機能性や防災安全性、歴史的、文化的価値、地球環境問題、およびこれ
らと人文・社会科学や数理科学との関係を理解する。理解した基礎的知識を踏
まえて、「用」その他の視点から、個人および集団にとって最適な空間を構成
する基礎的能力を培う。 ○ ◎ ◎

18UARC3322 建築設計計画Ⅳ 3

主に機能性や防災安全性、地球環境問題や国
家、地域社会の観点から、建築の設計や計画
に関わる知識を習得することを目的とする。
そのため、集団行動、地球環境と建築の設計、
計画の関係を、人文・社会科学や数理科学を
活用しながら学ぶ。

建築の機能性や防災安全性、地球環境、国家、地域社会とのかかわり、および
これらと人文・社会科学や数理科学との関係を理解する。理解した基礎的知識
を踏まえて、「用」その他の視点から、人間と社会にとって最適な空間を構成
する基礎的能力を培う。 ○ ◎ ○

18UARC1323 日 本 建 築 史 1

日本建築の歴史と、伝統的な様式、空間構成、
構造、意匠、材料などを学ぶとともに、その
歴史的、美的、文化的価値を理解する。これ
により、国際社会や地球環境などの多様な観
点から、日本の文化を考察し、新たな文化を
創生する能力を育むことを目的とする。

日本建築の歴史、文化に関する基礎的知識を習得し、その美的、歴史的、文化
的価値を理解することにより、地域の伝統的文化を創生できる基礎的能力を培
う。 ◎

18UARC1324 世 界 建 築 史 1

西洋建築を中心に、その歴史と空間構成、そ
の背景にある建築思想を学ぶとともに、その
歴史的、美的、文化的価値を理解する。これ
により、国際社会や地球環境などの多様な観
点から、地域の文化を考察し、新たな文化を
創生する能力を育むことを目的とする。

西洋を中心とした世界の建築の歴史、文化に関する基礎的知識を習得し、その
美的、歴史的、文化的価値を理解することにより、地域の伝統的文化を創生で
きる基礎的能力を培う。 ◎

18UARC2323 近 代 建 築 史 2

欧米と日本を中心に、近代建築の誕生とその
歴史、代表的な建築家やその制作、思惟を学
ぶとともに、近代建築がもつ歴史的、美的、
文化的価値を理解する。これにより、国際社
会や地球環境などの多様な観点から、近現代
の建築を考察し、新たな建築を創生する能力
を育むことを目的とする。

近代における国内外の建築の歴史、文化に関する基礎的知識を習得し、その美
的、歴史的、文化的価値を理解することにより、地域の伝統的文化を創生でき
る基礎的能力を培う。

◎
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18UARC2331 建築環境工学Ⅰ 2

建築環境工学における光環境、日射環境、空
気環境等の基本事項を学ぶ。また、建築設計
における光環境、日射環境、空気環境等にか
かわる基本的課題を、空間構成によって解決
する能力を身につけることを目的とする。

建築の機能性や快適性と、光環境、日射環境、空気環境等の関係を理解する。
理解した基礎的知識を踏まえて、地球環境問題に配慮しつつ、最適な空間を構
成する基礎的能力を培う。 ◎ ○ ○

18UARC2332 建築環境工学Ⅱ 2

建築環境工学における音環境、熱環境、湿気
環境等の基本事項を学ぶ。また、建築設計に
おける音環境、熱環境、湿気環境等にかかわ
る基本的課題を、空間構成によって解決する
能力を身につけることを目的とする。

建築の機能性や快適性と、音環境、熱環境、湿気環境等の関係を理解する。理
解した基礎的知識を踏まえて、地球環境問題に配慮しつつ、最適な空間を構成
する基礎的能力を培う。 ◎ ○ ○

18UARC2334 建築環境工学実験 2

建築環境工学の基礎となる光、音、熱、湿気、
日射、日照等に関するさまざまな現象の実測
を行い、その基礎的現象を理解する。これら
の環境の理解を踏まえた建築設計ができるよ
うになることを目的とする。

建築の機能性や快適性と、さまざまな建築環境との関係を、実験を通してより
具体的に理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、最適な空間を構成する基
礎的能力を培う。 ◎ ○

18UARC3332 建築環境工学Ⅲ 3

建築の機能性、快適性や地球環境問題の観点
から、建築環境工学や建築設備におけるさま
ざまな環境共生手法を学ぶ。これを通して、
新しい環境共生技術も活用しつつ、環境との
共生の重要性も踏まえた建築設計ができるよ
うになることを目的とする。

建築の機能性、快適性と地球環境問題とのかかわりを理解する。理解した基礎
的知識を踏まえて、地球環境問題に配慮しつつ、最適な空間を構成する基礎的
能力を培う。 ◎ ○ ○

18UARC3341 建 築 設 備 Ⅰ 3

建築設備や音環境の基礎事項を学ぶ。具体的
には、空調設備、衛生設備、電気設備等の設
備システムの基礎や、設備設計にかかわる技
術者倫理、および騒音防止計画、音響設計の
基礎を習得し、これらの理解を踏まえた建築
設計ができるようになることを目的とする。

建築の機能性、快適性を確保するために重要な、建築設備、音響設計、および
技術者倫理の基礎を理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、地球環境問題
に配慮しつつ、最適な空間を構成する基礎的能力を培う。 ◎ ○ ○

18UARC4341 建 築 設 備 Ⅱ 4

設備設計の基礎事項を学ぶ。具体的には、空
調設備、衛生設備、照明設備を含む電気設備
等の設備設計の基礎を習得し、これらの理解
を踏まえた建築設計ができるようになること
を目的とする。

建築の機能性、快適性を確保するために重要な、設備設計の基礎を理解する。
理解した基礎的知識を踏まえて、地球環境問題に配慮しつつ、最適な空間を構
成する基礎的能力をより向上させる。 ◎ ○

18UARC2351 建築構造力学Ⅰ 2

建築物の安全性を確保する上で重要な、静定
構造力学の基礎を学ぶ。具体的には、力とモー
メントの釣合いの理解を踏まえ、さまざまな
荷重によって静定構造物にどのような力が働
くかを理解することを目的とする。

建築の安全性を確保するために重要な、静定構造力学の基礎を理解する。理解
した基礎的知識を踏まえて、「強」の視点から、空間を構成する基礎的能力を
培う。 ◎

18UARC2352 建築構造力学Ⅱ 2

建築物の安全性を確保する上で重要な、不静
定構造力学等の基礎を学ぶ。具体的には、構
造材料や部材断面の力学的性質を理解した上
で、さまざまな荷重によって不静定構造物に
どのような力が働き、どのような挙動をする
のかを理解することを目的とする。

建築の安全性を確保するために重要な、不静定構造力学の基礎を理解する。理
解した基礎的知識を踏まえて、「強」の視点から、空間を構成する基礎的能力
を培う。 ◎
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18UARC4351 地 盤・ 振 動 論 4

建築物の安全性を確保する上で重要な、地盤
や土の諸特性を理解し、これらを踏まえた基
礎設計の概要について学ぶ。また、地震等の
外乱によって生じる建築物の振動の諸特性を
理解し、これを踏まえた制振構造や免震構造
の基本的な考え方についても学ぶ。

建築の安全性を確保するために重要な、地盤や振動、および基礎設計、制振、
免震設計の基礎を理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、「強」の視点から、
空間を構成する基礎的能力を培う。 ◎

18UARC1361 建築一般構造Ⅰ 1

建物に作用するさまざまな荷重や、建築をか
たちづくる一般的な構法の概要等、建築一般
構造の基礎知識について学習し、建築構法と
構造的安全性の関係を学ぶ。また屋根、壁、床、
階段等多くの建築物に共通の構法や和室の造
作等を学び、建築構法と技術、歴史、文化の
関係も理解することを目的とする。

建築の安全性を確保するために重要な、建築一般構造の基礎を理解する。また
建築構法と技術との関係や、これらがもつ歴史的、文化的価値を理解する。理
解した基礎的知識を踏まえて、主に「強」の視点から、空間を構成する基礎的
能力を培う。 ◎ ○ ○

18UARC3361 建築一般構造Ⅱ 3

建築物の構造システムがもつ一般的な力学的
特性を学び、構造安全性を確保する上での構
法の重要性を理解する。また建築設計におい
て重要な収まりについて、その安全性、施工
性、保守性、意匠性も含めて学ぶことを目的
とする。

建築の安全性を確保するために重要な、構造部材、非構造部材の構法の基礎を
理解する。またこれらの構法がもつ歴史的、文化的価値も理解する。理解した
基礎的知識を踏まえて、主に「強」の視点から、空間を構成する基礎的能力を
培う。 ◎ ○

18UARC3362 建 築 各 種 構 造 3

現代建築の最も主要な構造システムである鉄
筋コンクリート造および鉄骨造について、こ
れらの構造物の成立原理や力学的特性、およ
び許容応力度設計による各種部材の基本的な
設計手法等について学ぶことを目的とする。

建築の安全性を確保するために重要な、構造設計の基礎を理解する。理解した
基礎的知識を踏まえて、「強」の視点から、空間を構成する基礎的能力を培う。

◎

18UARC3371 建 築 材 料 3

現在最も代表的な建築構造材料である木材、
コンクリート、鋼を対象とし、これらが有す
る基礎的特性と、建築構造との関連を学ぶこ
とを目的とする。また、これらの材料によっ
て生み出される木造、鉄筋コンクリート造、
鉄骨造建築の安全性を確保するための、部材
設計法の基礎等も学ぶ。

建築の安全性を確保するために重要な、構造材料の基礎と技術者倫理を理解す
る。理解した基礎的知識を踏まえて、主に「強」の視点から、空間を構成する
基礎的能力を培う。

◎ ○

18UARC3373 建 築 材 料 実 験 3

現在最も代表的な建築構造材料である木材、
コンクリート、鋼を対象とし、これらが有す
る基礎的特性と、これらの材料を用いた木造、
鉄筋コンクリート造、鉄骨造建築の力学的挙
動について、実験を通して学ぶことを目的と
する。

建築の安全性を確保するために重要な、構造材料の基礎を、実験を通してより
具体的に理解する。理解した基礎的知識を踏まえて、「強」の視点から、空間
を構成する基礎的能力を培う。 ◎ ○

18UARC3382 建 築 生 産 3

企画から維持保全に至る建築生産のプロセス
全体の基礎的事項と、各プロセスにおいて設
計者、施工者が果たすべき役割を学ぶ。また、
各プロセスにおいて技術者に求められる倫理
観や幅広い視野、マネジメントへの認識と公
正な判断力を養うことを目的とする。

コスト、スケジュールなど、建築生産プロセスにおける様々な制約条件を理解
するとともに、さまざまな専門家、技術者との共同の重要性を理解する。また
自律的活動ができる職能人として、適切な設計・施工計画を進めることができ
る基礎的能力を培う。 ◎ ○ ◎
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18UARC4381 建 築 施 工 4

契約・積算から施工計画の立案、土工事から
躯体、仕上げ、設備工事、アフターケアに至
る一連のフローの中で、施工管理者の役割や、
建築施工に関する基礎知識を学ぶ。また企画・
設計と施工の関連、および施工後の建物の維
持管理に亘る幅広い知識の学習も目的とする。

品質、コスト、スケジュール、安全など、建築の施工における様々な制約条件
と管理について理解する。また自律的活動ができる職能人として、適切な設
計・施工計画を進めることができる基礎的能力を培う。 ◎ ○

18UARC1392 建 築 法 規 Ⅰ 1

建築物に関する基本法令である建築基準法に
ついて、その役割、性格、構成、内容等の基
本的事項を、国の法制度との関わりの中で正
しく学ぶことを目的とする。また単体的およ
び集団的に建築物に求められている比較的基
礎的な機能、性能等を具体的に学ぶ。

建築基準法の役割とその初歩的な規定の内容を理解する。その意義を踏まえて
最適な空間を設計することにより、社会的義務と責任を重んじ、自律的活動が
できる職能人となることを目指す。 ○ ◎

18UARC3391 建 築 法 規 Ⅱ 3

建築物に関する基本法令である建築基準法と
その関係法令について、国の法制度との関わ
りの中でより深く理解することを目的とする。
単体的および集団的に建築物に求められてい
る比較的高度な機能、性能等を具体的に学ぶ。

建築基準法および関係法令の基礎的内容を理解する。その意義を踏まえて最適
な空間を設計することにより、社会的義務と責任を重んじ、自律的活動ができ
る職能人となることを目指す。 ○ ◎

18UARC2302 都市計画・デザイン論 2

都市の歴史や都市計画にかかわる思想、理論、
行政、歴史都市の保存計画手法等の学習を通
じ、都市の計画や設計に取り組む上で必要な
基礎知識と、都市がもつ歴史的、美的、文化
的価値を理解し、生活空間や景観のあるべき
姿を考えることを目的とする。

世界の都市の歴史、および都市計画に関する基礎的知識を習得し、都市の美的、
歴史的、文化的価値を理解することにより、地域の伝統的文化を創生できる基
礎的能力を培う。また都市の仕組みやその問題点を理解し、自律的に行動でき
る職能人となるために必要な人格の形成を目指す。 ◎ ○

18UARC3302 造 園 学 3

庭園・造園史、公園・緑地史、公園・緑地系
統計画、および緑地・景観保全計画に関する
基本的事項を理解するとともに、造園設計の
初歩も学ぶ。造園、緑地、景観の視点から、
地域の歴史、文化、地球環境の重要性を理解
することを目的とする。

世界の造園の歴史、および造園計画に関する基礎的知識を習得し、その美的、
歴史的、文化的価値、および地球環境とのかかわりを理解することにより、地
域の伝統的文化を創生できる基礎的能力を培う。 ◎ ○

18UARC4301 測 量 実 習 4

建築の設計や施工において、最低限必要とな
る測量の基礎知識や、測量機器を使用した測
量の方法、および空中写真測量、ＧＩＳも含
めた測量データの取り扱いの基礎を、講義と
実習を組み合わせて体験的に学習することを
目的とする。

測量に関する基礎的知識および周辺技術とその活用方法を身につけ、建築設計
にかかわるさまざまな問題解決に活用することを目指す。

◎ ○

18UARC1401 フィールドワークⅠＡ 1

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、１年前期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

１年前期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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18UARC1402 フィールドワークⅠＢ 1

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、１年後期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

１年後期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

18UARC2401 フィールドワークⅡＡ 2

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、２年前期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

２年前期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

18UARC2402 フィールドワークⅡＢ 2

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、２年後期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

２年後期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

18UARC3401 フィールドワークⅢＡ 3

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、３年前期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

３年前期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

18UARC3402 フィールドワークⅢＢ 3

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、３年後期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

３年後期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

18UARC4401 フィールドワークⅣ 4

建築物や町並み、工事現場等の見学、あるい
は講演会への参加を通じて、４年前期の演習
や講義により学習する知識や技術についてよ
り具体的に学ぶ、また、ノートやスケッチの
作成を通して基礎的な観察力、表現力を養成
し、自律的な学習能力や造形能力の向上につ
なげることを目的とする。

４年前期の演習や講義等で学んだ知識をより具体的に理解、習得するとともに、
建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目

A．高い知性 B．善美な情操 C．高雅
  な特性

D．高い知性、善美な情
 操、高雅な徳性の総合

A－1 A－2 A－3 A－4 B－1 B－2 C D－1 D－2

18UARC2400 海 外 研 修 2

国外の建築、町並み等を見学し、現代建築論、
世界建築史、近代建築史等で学んだ知識をよ
り具体的に学ぶ。また、スケッチの作成等を
通して基礎的な観察力、表現力を養成し、自
律的な学習能力や造形能力の向上につなげる
ことを目的とする。

建築がもつ美的、歴史的、文化的価値や地球環境問題との関わりなどを理解す
る。また、継続的に学習できる能力を培い、自律的活動ができる職能人として
の素養を身につけることを目指す。 ◎ ◎

70000932_生活環境学部-建築学科_2nd.indd   9 2018/03/14   15:44:48


